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【１ 年輪の褐変年度】 

(1)りんご樹の年輪形成年を特定し、年輪の褐変（異常）年を調査したところ、褐変（異常）が始まっ
た年輪の年代は 2000～2001 年に多いことがわかりました。 

 

 

 

【２ 樹勢回復対策】 
(1)接ぎ目コブの上部まで盛土を行うことで、発根率が高まるとともに、発根量も増加します。 

 

      
 

 
 
 
 
【３ 活用方法】 
  現在は、研究センター圃場以外での接ぎ目コブが原因と考えられる衰弱症状の発生は、少ない状態です

が、万一この症状が見られた場合は、盛土を行うことで樹勢回復が期待できます。 
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